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研究分野：資源保全学 

科研費の分科・細目：生物資源 
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１．研究計画の概要 
ヒト、動物および生態系の健康保全と調和を
提示する学際分野が新興した。保全医学であ
る。この分野の中心的なモデル研究分野とし
て、脊椎動物と線虫とで形成された宿主-寄
生体関係の保全生態学がある。自然生態系に
存在する宿主-寄生体関係には、寄生線虫症
モデルのヒントや宿主動物の個体数調整な
どの価値を秘める。そして、この本来的な関
係が外来種や環境改変の影響で大きく姿を
変えつつあり、保全医学上の脅威になると警
告されている。この点を実証することが本研
究の目的で、次のような４つの計画で構成さ
れている；（１）野外調査、（２）感染実験、
（３）データ総合・保全医学的な危険度の予
測、（４）研究総括と教育への還元。 
 
２．研究の進捗状況 
野外（一部は実験動物や動物園動物などの飼
育種）における多くの症例を得、さらに着実
に報告（口頭発表、原著論文刊行など）を実
施している。多くは、野生種のみならず、ヒ
トや家畜などにも影響のある線虫を見出し、
保全に学の分野で貢献した。たとえば外来種
化したミンク（Mustela vison）とジャワマ
ングース Herpestes javanicusについても検
査を開始した。前者では Stongyloides 属と
Soboliphyme 属の線虫が認められた。特に、
後属はこれまで国内ではトガリネズミやヒ
ミズなど食虫類での記録はあるが、他の哺乳
類では未検出である。ロシアおよび北米のイ
タチ類では S. baturini と S. sahalinensis
が知られこれらと比較検討中である。
Soboliphyme 属の発育史が系統的に腎虫類に
類似するならば、淡水産無脊椎動物を中間宿

主として、これを摂食、感染成立するもので
あろう。また英国で外来種化しているハイイ
ロリスではノミ類 Orchopeas howardiと線虫
2 種 （ Trichostrongylus sp. お よ び 
Strongyloides sp.）が得られた。原産地米
国 は 毛 様 線 虫 類 と し て Citellinema, 
Heligmostrongylus, Sciurodendrium などが
知られるものの、Trichostrongylus属は初め
てであった。特に、T. retortaeformis に類
似することから、この種であるならウサギ類
から偶発寄生しても不思議ではない。しかし、
今回得られた Strongyloides属は Sciuris属
を好適宿主とする S. robustusで、キタリス
にも既に寄生していた可能性もある。ロシア
からアラスカにかけ採集したレミング
（ Dicrostonyx torquatus と D. 
groenlandicus）の毛様線虫 Heligmosomoides 
属に関する研究では日本のアカネズミに寄
生する H. kurilensisに形態的に近似する種
がレミングから見いだされ、新た展開を見せ
ている。2000 年からはすべての輸入サル類に
法定検疫が課せられている。しかし、医用カ
ニクイザル Macaca fascicularis の剖検で舌
虫類被嚢幼虫、裸頭条虫、オンコセルカ亜科
糸状虫などを経験した。ごく僅かな経験例で
はあったが、日本に輸入されるこれらカニク
イザルは原産地の寄生虫がほぼそのまま保
有していることは保全医学的な問題を包含
していたことを指摘した。感染実験について
はいくつか試みているが適切なモデルを一
つに絞り込めず今後の課題とされた。 
 
３．現在までの達成度 
上記のように多くの有益な具体例を得てい
るので「②概ね順調に進んでいる」と自己判
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断された。 
 
４．今後の研究の推進方策 
現状の具体事例を体系的に収集すると伴に
モデルを絞り感染実験をとり進める。一つの
候 補 と し て ア カ ネ ズ ミ 類 に 寄 生 す る
Heligmosomoides 属を考慮している。その理
由は、宿主サイズおよび線虫の生活史（直接
感染）から扱いやすいこと、この属には H．
polygyrus のように希少哺乳類に致死的なも
のもあり注目されるためである。 
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